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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　張り合わされた圧電素子によって往復振動されるダイヤフラムと、該ダイヤフラムを収
容したケース本体とを具備してなり、
　前記ケース本体の内部に前記ダイヤフラムがその周辺部を挟持された状態で振動自在に
収容され、該ケース本体の一部に前記ダイヤフラムの片面側に連通するポンプ室が形成さ
れ、前記ケース本体に前記ポンプ室に通じる吸入部と排出部が形成され、前記吸入部に逆
止弁型の吸入弁が、前記排出部に逆止弁型の排出弁が各々設けられるとともに、
　前記ケース本体が下部ケースと上部ケースとからなり、前記下部ケースの外側部に該下
部ケースより厚みが大きく、前記ケース本体の厚み以下の厚みの接続部が形成され、該接
続部の外側に前記ダイヤフラムの外側に位置する吸入ノズル部と排出ノズル部が形成され
、
　該吸入ノズル部が前記ケース本体内部に形成された吸入路を介して前記吸入部に連通さ
れ、前記排出ノズル部が前記ケース本体内部に形成された排出路を介して前記排出部に連
通されるとともに、前記吸入路側から前記ポンプ室側に流体を吸入させる機能が前記吸入
弁に備えられ、前記ポンプ室内の流体を排出路側に排出させる機能が前記排出弁に備えら
れる一方、
　前記下部ケースの厚み方向に沿う吸入ノズル部の上部側の部分と排出ノズル部の上部側
の部分が前記ケース本体において前記ダイヤフラムの設置位置よりも上位側に配置される
とともに、前記吸入路と排出路の位置よりも前記吸入ノズル部と排出ノズル部の位置が上
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位に配置され、
　前記接続部に形成されている吸入ノズル部と前記排出ノズル部の中心高さが、前記下部
ケースに形成されている吸入路と排出路の中心高さよりも上位側に配置され、前記吸入路
に前記吸入ノズル部を連通する吸入側連通路と、前記排出路に前記排出ノズル部を連通す
る排出側連通路とが、各々前記接続部の内部の厚さ方向に延出形成されてなることを特徴
とする小型ポンプ。
【請求項２】
　前記吸入路と前記排出路がいずれも前記下部ケースの内部であって前記ダイヤフラムの
下部側を通過して前記下部ケースの外側部の接続部まで導出され、前記接続部において前
記吸入路が前記吸入ノズル部に、前記排出路が前記排出ノズル部に個々に接続されてなる
ことを特徴とする請求項１に記載の小型ポンプ。
【請求項３】
　前記下部ケースが薄型の板状に形成され、該下部ケースに形成された前記吸入路または
排出路が断面扁平型に形成されるとともに、前記吸入路と前記排出路の少なくとも一方に
おける前記接続部よりの部分に、前記吸入路の流路断面積あるいは前記排出路の流路断面
積を増加させる凹部が形成されてなることを特徴とする請求項１または２に記載の小型ポ
ンプ。
【請求項４】
　前記下部ケースの底面側において、前記吸入路および前記排出路の形成部分と、前記吸
入弁設置位置および排出弁設置位置と、前記接続部の吸入側連通路形成位置及び排出側連
通路形成位置を含む大きさの開口部が形成され、該開口部が蓋体で閉じられてなることを
特徴とする請求項２又は３に記載の小型ポンプ。
【請求項５】
　前記下部ケースの厚み方向に沿う前記接続部の厚みよりも、それと吸入、排出ノズルの
延出方向に沿う前記接続部の奥行きが小さく形成されてなることを特徴とする請求項１～
４のいずれか１項に記載の小型ポンプ。
【請求項６】
　前記ケース本体が下部ケースと上部ケースとからなり、前記下部ケースと前記上部ケー
スとに挟持されて前記ダイヤフラムが前記ケース本体内部で往復振動自在に支持されてな
ることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の小型ポンプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はノートパソコンなどの小型薄型の電子機器の冷却用に用いて好適であり、ダイ
ヤフラムにて駆動される構造の小型ポンプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＰＺＴのような圧電素子を金属板などの薄板に貼り付けて一体化することで振動
子としてのダイヤフラムを形成し、小型軽量化を図ったダイヤフラム振動子型のポンプが
種々提案されている。図６はこの種のダイヤフラム振動子型の小型ポンプの一構造例を示
すものである。（例えば特許文献１参照）
　図６に示す小型ポンプＡにおいて、中空の箱型のケーシング１００の上部内側にその中
空部を上下に仕切るようにＰＺＴなどの板状の圧電振動子１０１が内蔵され、図６におい
てこの圧電振動子１０１の上部側に空間部１０２が、その下部側にポンプ室１０３が形成
され、前記圧電振動子１０１は通電によりその厚さ方向に往復振動することでポンプ室１
０３の容積を可変できるように構成されている。
【０００３】
　前記ケーシング１００の下部右側には吸入ノズル１０５が、下部左側には排出ノズル１
０６がそれぞれ形成され、先の吸入ノズル１０５に連通するように吸入路１０７がケーシ
ング１００の中心部側まで延出形成され、先の排出ノズル１０６に連通するように排出路
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１０８がケーシング１００の中心部側まで延出形成されている。前記ケーシング１００の
中心部側には先の吸入路１０７と排出路１０８とを仕切る隔壁１１０が形成されるととも
に、この隔壁１１０の近傍には、先のポンプ室１０３と先の吸入路１０７とを連通させる
吸入通路１１１と、先のポンプ室１０３と先の排出路１０８とを連通させる吸入通路１１
２が形成され、前記吸入通路１１１と排出通路１１２にはそれぞれ逆止弁１１３、１１５
が設けられている。なお、圧電振動子１０１には図示略の駆動回路から駆動電圧が印加さ
れるように構成されており、この駆動電圧の印加によって圧電振動子１０１が往復振動さ
れるようになっている。
【０００４】
　図６に示す構成の小型ポンプＡは、ダイヤフラムとなる圧電振動子１０１が往復振動す
ることによりポンプ室１０３の容積を可変することで吸入ノズル１０５側から逆止弁１１
３を介してポンプ室１０３側に吸引した流体を逆止弁１１５を介して排出ノズル１０６側
に送ることで流体移送用のポンプとしての機能をなすように構成されている。なお、図６
に示すケーシング１００において吸入路１０７と排出路１０８の底部側の凹部に収容され
ているのはポンプ脈動防止用の発泡体１１７である。
【特許文献１】特開２０００－２６５９６４号公報（図１参照）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　先の特許文献１に記載された小型ポンプＡは、圧電振動子１０１の微細往復運動を利用
したポンプ作用を利用して流体の移送を行うものであり、スクリュウやピストンなどの機
構を利用した一般的な流体ポンプよりも格段に小型化軽量化をなし得るものであったが、
図６に示す構造の小型ポンプを小型軽量化が進められているノートパソコンや携帯情報機
器などの小型機器へ利用しようとした場合、小型化に限界を生じるものであった。
【０００６】
　例えば、小型ポンプＡの全体の厚みを更に薄くしようとした場合、圧電振動子１０１の
上側に位置するケーシング１００の上部を薄くしてゆくことはできるが、ケーシング１０
０の下部側を薄くすることはできない問題がある。例えば、仮に発泡体１１７を収容して
いる凹部を無くしたとしても、その上側に吸入ノズル１０５と排出ノズル１０６並びに吸
入路１０７と排出路１０８が存在するので、それらの高さ、あるいは、太さ以上はポンプ
を薄型化をすることができない。即ち実質的に、圧電振動子１０１とそれを保持するケー
シングの部分とポンプ室１０３と逆止弁１１３，１１５の部分に加えて吸入ノズル１０５
の部分の厚みあるいは排出ノズル１０６の部分の厚みを加えた分の厚みが全体として必要
になるので、これ以上の小型化を実現できない問題がある。
　ところが、小型化軽量化が進められているノートパソコンや携帯情報機器への冷却装置
としての有効利用を考慮した場合、小型ポンプはでき得る限り薄型化しておくことが好ま
しいが、図６に示す従来の小型ポンプではこれらの用途に満足に答えることができないと
いう問題があった。
【０００７】
　本発明は前記事情に鑑みてなされたもので、薄型化、小型化が進められているノートパ
ソコンなどの電子機器用の冷却装置に対して適用することが好ましい薄型の小型ポンプの
提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は前記事情に鑑みてなされたもので、張り合わされた圧電素子によって往復振動
されるダイヤフラムと、該ダイヤフラムを収容したケース本体とを具備してなり、前記ケ
ース本体の内部に前記ダイヤフラムがその周辺部を挟持された状態で振動自在に収容され
、該ケース本体の一部に前記ダイヤフラムの片面側に連通するポンプ室が形成され、前記
ケース本体に前記ポンプ室に通じる吸入部と排出部が形成され、前記吸入部に逆止弁型の
吸入弁が、前記排出部に逆止弁型の排出弁が各々設けられるとともに、前記ケース本体が
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下部ケースと上部ケースとからなり、前記下部ケースの外側部に該下部ケースより厚みが
大きく、前記ケース本体の厚み以下の厚みの接続部が形成され、該接続部の外側に前記ダ
イヤフラムの外側に位置する吸入ノズル部と排出ノズル部が形成され、該吸入ノズル部が
前記ケース本体内部に形成された吸入路を介して前記吸入部に連通され、前記排出ノズル
部が前記ケース本体内部に形成された排出路を介して前記排出部に連通されるとともに、
前記吸入路側から前記ポンプ室側に流体を吸入させる機能が前記吸入弁に備えられ、前記
ポンプ室内の流体を排出路側に排出させる機能が前記排出弁に備えられる一方、前記下部
ケースの厚み方向に沿う吸入ノズル部の上部側の部分と排出ノズル部の上部側の部分が前
記ケース本体において前記ダイヤフラムの設置位置よりも上位側に配置されるとともに、
前記吸入路と排出路の位置よりも前記吸入ノズル部と排出ノズル部の位置が上位に配置さ
れ、前記接続部に形成されている吸入ノズル部と前記排出ノズル部の中心高さが、前記下
部ケースに形成されている吸入路と排出路の中心高さよりも上位側に配置され、前記吸入
路に前記吸入ノズル部を連通する吸入側連通路と、前記排出路に前記排出ノズル部を連通
する排出側連通路とが、各々前記接続部の内部の厚さ方向に延出形成されてなることを特
徴とする。
【０００９】
　本発明において、前記吸入路と前記排出路がいずれも前記下部ケースの内部であって前
記ダイヤフラムの下部側を通過して前記下部ケースの外側部の接続部まで導出され、前記
接続部において前記吸入路が前記吸入ノズル部に、前記排出路が前記吸入ノズル部に各々
接続されてなることが好ましい。　
【００１０】
　本発明において、前記下部ケースが薄型の板状に形成され、該下部ケースに形成された
前記吸入路または排出路が断面扁平型とされるとともに、前記吸入路と前記排出路の少な
くとも一方における前記接続部よりの部分に、前記吸入路の流路断面積あるいは前記排出
路の流路断面積を増加させる凹部が形成されてなることが好ましい。
　本発明において、前記下部ケースの底面側において、前記吸入路および前記排出路の形
成部分と、前記吸入弁設置位置および排出弁設置位置と、前記接続部の吸入側連通路形成
位置及び排出側連通路形成位置を含む大きさの開口部が形成され、該開口部が蓋体で閉じ
られてなることが好ましい。
　本発明において、前記下部ケースの厚み方向に沿う前記接続部の厚みよりも、それと吸
入、排出ノズル部の延出方向に沿う前記接続部の奥行きが小さく形成されてなることが好
ましい。
　本発明において、前記ケース本体が下部ケースと上部ケースとからなり、前記下部ケー
スと前記上部ケースとに挟持されて前記ダイヤフラムが前記ケース本体内部に往復振動自
在に支持されてなることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明において、ケース本体の厚み方向における吸入ノズル部と排出ノズル部の上部側
の部分をダイヤフラムの設置位置よりも上位側に配置し、吸入路と排出路よりも吸入ノズ
ル部と排出ノズル部を上位側に配置することにより、薄型化の障害となり得る部分をケー
ス本体のできるだけ上部側に配置することができ、これによって吸入ノズル部と排出ノズ
ル部及び吸入路と排出路を含めたトータルとしてのケース本体全体を薄型化できる。
　本発明において、ケース本体を下部ケースと上部ケースから構成し、下部ケースの外側
部にそれより厚みが大きく、ケース全体の厚み以下の接続部を形成し、この接続部に吸入
ノズル部と排出ノズル部を形成することで、ケース全体の厚みを必要以上に大きくするこ
となく、できる限り大きな太さの吸入ノズル部と排出ノズル部を設けることができ、両方
のノズル部の太さが薄型化、小型化の障害とならないようにすることができる。従ってノ
ズル部の太さを確保してポンプとしての必要な流量を確保しながらポンプの薄型化を図る
ことができる。
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【００１２】
　本発明において、吸入路または排出路をダイヤフラムの下部側を通過させて接続部まで
導出して吸入ノズル部または排出ノズル部に接続してなるならば、吸入路と排出路を最短
距離で接続部まで到達させることができ、吸入ノズル部までの吸入路の長さと排出ノズル
部までの排出路の長さを最短に形成することができる。
　本発明において、両方のノズル部の中心高さを吸入路と排出路の中心高さよりも上位に
配置し、吸入路に吸入ノズル部を連通する吸入側連通路と、排出路に排出ノズル部を連通
する排出側連通路とを接続部の厚さ方向に延出形成することで、吸入路と排出路よりも両
方のノズル部の位置を高くすることができ、薄型化の障害となり得る部分をケース本体の
できるだけ上部側に配置することができ、これによって吸入ノズル部と排出ノズル部及び
吸入路と排出路を含めたトータルとしてケース全体を薄型化できる。
【００１３】
　本発明において下部ケースを薄型の板状とし、吸入路または排出路を断面扁平型とする
ことでポンプの薄型化を実現できる。更に吸入路と排出路の少なくとも一方における接続
部よりの部分に、吸入路と排出路の流路断面積を増加させる凹部を形成することで、断面
扁平型の薄型とした場合であってもできる限り大きな流路断面積を確保してポンプとして
の必要な流量を確保できる。
　本発明において下部ケースの底面側に、吸入路および排出路と吸入弁および排出弁と、
接続部の吸入側連通路及び排出側連通路に対応する部分に通じる開口部を形成し、この開
口部を蓋体で閉じる構造とすることでポンプを構成する。前記開口部を下部ケースの底面
側に設けたことで、下部ケースを樹脂で一体成形して製造する場合、成型用金型のキャビ
ティを流動する樹脂の流動経路を容易に確保できるようになり、樹脂一体成形が容易とな
る。また、開口部を設けて蓋体を別体とすることで、金型を上下分割式とした場合の離型
が容易となり、金型設計が容易となる。
　本発明において、下部ケースの厚み方向よりもそれと直交する方向に沿う接続部の奥行
きを小さくして接続部をケース厚み方向に肉厚とすることで、下部ケースから外方に広が
る接続部の大きさをできる限り小さくした状態でノズル部の太さをできる限り大きく確保
できる。
　本発明においてケースを下部ケースと上部ケースから構成し、下部ケースと上部ケース
とに挟持させてダイヤフラムをケース本体内部に支持させることで、ダイヤフラムを往復
振動可能に保持できる。
　以上説明したように本発明の小型ポンプは、ノートパソコンや携帯型電子機器などのよ
うに薄型化小型化されている機器の水冷型冷却装置用のポンプなどとして考慮しても、十
分に対応できる薄型化を実現できる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　次に、本発明の構成について図面を参照して説明する。
　図１～図５は本発明に係る第１の実施の形態の小型ポンプＰを示すもので、この形態の
小型ポンプＰは扁平の薄型板状の下部ケース１とその下部ケース１の上部に一体化された
上部ケース２とこれらに挟まれた状態で設けられる円板形の薄型のダイヤフラム３とを主
体として構成されている。
　前記下部ケース１は樹脂などで一体成型されたもので、板状のケース体５とこのケース
体５の一辺側の外側部に一体に突出形成されたブロック状の接続部６とこの接続部６の外
側に一体に突出形成された円筒状の吸入ノズル部７と排出ノズル部８とを主体として構成
されている。なお、この下部ケース１と後に詳述する上部ケース２とからケース本体４が
構成される。
【００１５】
　前記ケース体５の上面には、円板型のダイヤフラム３を後述する如く上部ケース２とと
もに挟持するための円周突部９が形成され、この円周突部９の外周部の一側に先の接続部
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形成側と反対側に位置する延出突部９ａが形成され、先の円周突部９の内側に円周溝１０
が形成され、円周溝１０の更に内側に図４に示すような平面視ひょうたん型の凹部１１が
形成され、その凹部１１の両端側に個々にケース体５をその厚さ方向に貫通する通路が形
成されている。これらの通路のうち、一方が吸入部１２とされ、他方が排出部１３とされ
ている。なお、この実施の形態では図４、図５に示すように吸入部１２、排出部１３はい
ずれも１個の中心孔１５の周囲に放射状に６個の透孔１６が配置された形状の通路状に形
成されている。また、ケース体５の裏面側において前記吸入部１２と排出部１３に続く部
分に平面視丸形の凹部１８、１９が形成されている。
【００１６】
　前記吸入部１２側の中心孔１５の部分に柔軟性を持った樹脂などの材料からなるキノコ
型の逆止弁からなる吸入弁２０が設置され、前記排出部１３側の中心孔１５の部分に柔軟
性を持った樹脂などの材料からなるキノコ型の逆止弁からなる排出弁２１が設置されてい
る。前記キノコ型の逆止弁２０は前記６個の透孔１６を覆うことができる大きさの頭部２
０ａを有し、ケース体５の裏面側の凹部１８側から表面側の凹部１１側に向かう方向の流
体の流れを許容し、その逆の流れを防止する。一方、前記キノコ型の逆止弁２１は前記６
個の透孔１６を覆うことができる大きさの頭部２１ａを有し、ケース体５の表面側の凹部
１１側から裏面側の凹部１９側に向かう方向の流体の流れを許容し、その逆の流れを防止
するものである。
【００１７】
　前記ケース体５の上面側には、円板状のステンレス鋼板などの金属薄板からなるシム板
２２とこのシム板２２の上下両面に張り付けられたＰＺＴなどのシート状の圧電素子２３
、２４とからなるダイヤフラム３が設置されている。このダイヤフラム３においてシム板
２２の外周縁の一部にはその外方側に延出された突出片２２ａが形成されている。また、
このダイヤフラム３の上方には先のケース体５の上面側を覆うように設けられる板状の上
部ケース２が設置され、この上部ケース２の底面側には先のケース体５の円周突部９とと
もにダイヤフラム３の周辺部を把持するための受け面２ａが形成され、更に上部ケース２
の底面中央側にはダイヤフラム３の直径よりも若干小さな径の円形の凹部２ｂが形成され
ている。この上部ケース２の一部には上部ケース２を貫通して凹部２ｂに連通する通気口
２ｃが形成されている。
【００１８】
　以上の如く形成された上部ケース２と先に説明したケース体５との間に先に説明したダ
イヤフラム３が挟持されている。更に詳しくは、前記円周溝１０の内部にＯリング等のシ
ール材２５を配置し、上部ケース２の受け面２ａとケース体５の円周突部９との間にダイ
ヤフラム３を挟み込み、ダイヤフラム３の周辺部でシール材２５を円周溝９の内側に押し
込ませて水密構造として上部ケース２と下部ケース１との間にダイヤフラム３が挟持され
ている。また、ダイヤフラム３が上部ケース２とケース体５とに挟持されることによって
ダイヤフラム３とケース体５の凹部１１との間にポンプ室２６が形成されている。
【００１９】
　次に、前記ケース体５の裏面側には、前記吸入部１２側の凹部１８に連通するように断
面扁平型の吸入路３０が前記接続部６側に向かって前記ダイヤフラム３と平行かつ直線状
に形成され、更に他方の排出部１３側の凹部１９に連通するように断面扁平型の排出路３
１が前記接続部６側に向かって直線状に形成されている。これらが到達される接続部６は
上部ケース２とケース体５を合わせた厚みと同等の厚みに形成され、その幅（ケース体５
の一辺に沿う方向の幅）はケース体５の半分程度とされ、更にその突出長さはその厚みよ
りも若干小さい長さとされた角ブロック状とされている。
　先の吸入路３０と排出路３１はいずれも接続部６に到達され、接続部６の内部において
その厚み方向に形成された吸入側連通路３２を介して吸入路３０が吸入ノズル部７に、排
出側連通路３３を介して排出路３１が排出ノズル部８に接続されている。また、吸入側連
通路３２と排出側連通路３３の下部側は接続部６の下面まで到達されて後述する開口部３
８まで到達されている。
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　ここで先の吸入ノズル部７の中心線の高さは前記吸入路３０よりも上位側に配置され、
先の排出ノズル部８の中心線の高さは前記排出路３１よりも上位側に配置されている。ま
た、ケース体５の厚み方向に沿う先の吸入ノズル部７の上部側の部分と排出ノズル部８の
上部側の部分はいずれも前記ダイヤフラム３よりも上位側に配置されている。
【００２０】
　以上の構成により、吸入ノズル部７から吸入側連通路３２、吸入路３０、凹部１８、吸
入部１２、透孔１６、凹部１１、透孔１６、凹部１９、排出路３１、排出側連通路３３を
通って排出ノズル部８に至る流路が形成されている。
　また、先のケース体５の裏面側の吸入路３０において、接続部６側の部分の底部には凹
部３５が形成されて接続部６に近い側における吸入路３０の流路断面積が拡大され、排出
路３１において、接続部６側の部分の底部には凹部３６が形成されて、接続部６に近い側
における排出路３１の流路断面積が拡大されている。
　更に、ケース体５の裏面側には、吸入側連通路３２、凹部３５、吸入路３０、凹部１８
の部分と、凹部１９、排出路３１、凹部３６、排出側連通路３３に通じるように開口部３
８が形成され、この開口部３８はその開口縁部に接着固定された蓋体３９で閉じられてい
る。
【００２１】
　次に、図４と図５に符号４０で示すものは、ケース体５と上部ケース２とを一体化する
ためにこれらの各コーナ部に形成されたねじ孔であり、ケース体５と上部ケース２はこれ
らのねじ孔４０・・・にボルトを挿通してナット締めすることでケース体５と上部ケース
２によりダイヤフラム３を挟持したまま強固に一体化されるように構成されている。
　また、ダイヤフラム３の圧電素子２３、２４には通電用の図示略の配線が施されている
が、これらの配線の一端は圧電素子２３、２４の外周部に半田付けされ、シム板２２の突
出片２２ａの脇の部分を介してケース体５の外部側に導出され、図示略の駆動回路に接続
されて圧電素子２３、２４に通電できるように構成され、圧電素子２３、２４に通電する
ことでシム板２２を含めたダイヤフラム３が往復振動するように構成されている。
【００２２】
　次に、以上の如く構成された小型ポンプＰの作用と効果について説明する。
　以上の如く構成された小型ポンプＰは、図示略の駆動回路から圧電素子２３、２４に駆
動電圧を印加することで往復振動するので、ポンプ室２６に収容されている水などの流体
を排出弁２１を介して凹部１９、排出路３１、凹部３６、排出側連通路３３を介して排出
ノズル部８から送出することができるとともに、吸入ノズル部７から吸入側連通路３２、
凹部３５、吸入路３０、凹部１８、吸入弁２０を介してポンプ室２６に吸引することがで
き、連続的に流体を圧送することができる。
【００２３】
　この小型ポンプＰにおいては、吸入ノズル部７と排出ノズル部８の中心線を吸入路３０
、３１の設置位置よりも上位側（下部ケース１の厚さ方向上位側）に配置し、吸入路３０
と排出路３１においてノズル部７、８に通じる部分の少なくとも一部、即ち、連通路３２
、３３の上部側とノズル部７、８の上部側をダイヤフラム３の設置位置よりも上位側に配
置することにより、薄型化の障害となり得るノズル部７、８と吸入路排出路の通路部分を
ケース体５のできるだけ上位側（上部側）に配置することができ、これによって吸入ノズ
ル部７と排出ノズル部８及び吸入路３０と排出路３１を含めたトータルとしてケース体５
を薄型化することができる。
　次に、下部ケース１と上部ケース２から構成し、下部ケース１のケース体５の外側部に
それより厚みが大きく、ケース全体の厚み以下の接続部６を形成し、この接続部６に吸入
ノズル部７と排出ノズル部８を形成することで、ケース全体の厚みを必要以上に大きくす
ることなく、できる限り大きな太さの吸入ノズル部７と排出ノズル部８を設けることがで
き、両方のノズル部７、８の太さがポンプＰの薄型化、小型化の障害とならないようにす
ることができる。従ってノズル部７、８の太さを確保してポンプとしての必要な流量を確
保しながらポンプ全体の薄型化を図ることができる。
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【００２４】
　更に、吸入路３０または排出路３１をダイヤフラム３の下部側を通過させて接続部６ま
で導出して吸入ノズル部７または排出ノズル部８に接続してなるので、吸入路３０と排出
路３１を最短距離で接続部６まで到達させることができ、吸入ノズル部７までの吸入路３
０の長さと排出ノズル部８までの排出路３１の長さを最短に形成することができる。従っ
てポンプＰの内部での流路抵抗も極力少なくできる。
　更に、両方のノズル部７、８の中心高さを吸入路３０と排出路３１の中心高さよりも上
位に配置し、吸入路３０に吸入ノズル部７を連通する吸入側連通路３２と、排出路３１に
排出ノズル部８を連通する排出側連通路３３とを接続部６の厚さ方向に延出形成すること
で、吸入路３０と排出路３１よりも両方のノズル部７、８の位置を高くすることができ、
薄型化の障害となり得る部分をケース本体のできるだけ上部側に配置することができ、こ
れによって吸入ノズル部７と排出ノズル部８及び吸入路３０と排出路３１を含めたトータ
ルとしてケース全体を薄型化できる。
【００２５】
　更に、下部ケース１のケース体５を薄型の板状とし、吸入路３０または排出路３１を断
面扁平型とすることでポンプＰの薄型化を実現できる。更にこれとともに、接続部６内の
連通路３２、３３でノズル部７、８に接続することで、吸入路３０と排出路３１を扁平に
薄型化してケース体５の高さ（厚さ）をできる限り少なくした状態で、吸入路３０と排出
路３１をノズル部７、８よりも幅広として流路断面積を確保することができ、同時に、流
路断面積を確保するために円筒状で太くしたノズル部７、８の位置をケース体５において
より高い位置まで配置してきても上部ケース２を含めたケース全体の厚みを必要以上に大
きくすることのなくノズル部７、８を配置することができる。
　更に、吸入路３０と排出路３１の少なくとも一方における接続部６よりの部分に、吸入
路３０と排出路３１の流路断面積を増加させる凹部３５、３６を形成したことで、断面扁
平型の薄型とした場合であってもできる限り大きな流路断面積を確保してポンプＰとして
の必要な流量を確保できる。また、先の凹部３５を設けることで扁平型の吸入路３０から
それよりも上位側にある吸入ノズル部７に対してできる限り広い接続面積で連通すること
ができ、先の凹部３６を設けることで扁平型の吸入路３１からそれよりも上位側にある吸
入ノズル部８に対してできる限り広い接続面積で連通することができ、流路抵抗を小さく
できる。
【００２６】
　次に、下部ケース１のケース体５の底面側に、吸入路３０および排出路３１と吸入弁２
０および排出弁２１と、接続部６の吸入側連通路３２及び排出側連通路３３に対応する部
分に通じる開口部３８を形成し、この開口部３８を蓋体３９で閉じる構造とすることでポ
ンプＰを構成している。この開口部３８を下部ケース５の底面側に設けたことで、下部ケ
ース５を樹脂で金型に一体成型して製造する場合、対になる成型用金型により区画される
キャビティ内を流動する樹脂の流動経路を容易に確保できるようになり、金型による樹脂
一体成型が容易となる。即ち、金型を上型と下型に分割可能な型とした場合に、ケース体
５に開口部３８を設けて蓋体３９を別体とすることで、金型を上下分割式とした場合の上
下型の離型が容易となり、金型設計が容易となる。この開口部３８を設けずにケース体５
を製造しようとすると、上下分割方式の金型では型の分割が不可能となり、例えばロスト
ワックス法などのような特殊な方法を採用しなくてはならなくなり、製造コストが上昇す
る。
【００２７】
　更に、下部ケース５の厚み方向よりもそれと直交する方向に沿う接続部６の奥行きを小
さくして接続部６をケース厚み方向に肉厚構造とすることで、下部ケース１のケース体５
から外方に広がる接続部６の大きさをできる限り小さくした状態でノズル部７、８の太さ
をできる限り大きく確保することができる。これにより接続部６の横にはみ出す大きさを
抑制して小型化を実現できる。
　以上説明したように本発明の小型ポンプＡは、十分に小型化、薄型化ができる構成とな
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っているので、ノートパソコンや携帯型電子機器などのように薄型化小型化されている機
器の水冷型冷却装置用のポンプなどとして考慮しても、十分に対応できる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は本発明に係る第１の実施の形態の小型ポンプの側面図。
【図２】図２は同第１の実施の形態の小型ポンプの分解図。
【図３】図３は同第１の実施の形態の小型ポンプの下部ケースを示す断面図。
【図４】図４は同第１の実施の形態の小型ポンプの下部ケースの平面図。
【図５】図５は同第１の実施の形態の小型ポンプの下部ケースの底面図。
【図６】図６は従来の小型ポンプの一例を示す断面図。
【符号の説明】
【００２９】
　Ｐ…ポンプ、１…下部ケース、２…上部ケース、３…ダイヤフラム、４…ケース本体、
５…ケース体、６…接続部、７…吸入ノズル部、８…排出ノズル部、９…円周突部、
１０…円周溝、１１…凹部、１２…吸入部、１３…排出部、１８…凹部、２０…吸入弁、
２１…排出弁、２２…シム板、２３、２４…圧電素子、２６…ポンプ室、３０…吸入路、
３１…排出路、３２…吸入側連通路、３３…排出側連通路、３８…開口部、３９…蓋体。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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